
貢言I~~t泥田バレー｣25年で幕

温泉施設から注文された餅をつく作業の合
間に､つきたての餅を食べながら談笑する
竹馬会のメンバー-14日､中津市三光佐知

泥田バレーボール田買慧き警完軍票等孟証票誓芸孟票差をぶ蒜;
だらけになりながらボールを追うイベ　り､多くの人に愛された｡ 25年間に延
ントo　全国で同様の大会が開かれる先　べ約1400チーム0 1万1800人が参加｡
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